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JÎR̂ BoLyuhagahlL16,2341239,1951. /

39･ 殺虫剤に放ける共力作用の生化学的機構 放 尿 外 道

･緒 言

如近我が国に於て除虫菊乾花の輸出閑吟に伴う共の -

矧勺供約への窮屈及び典の高価等の原因のES,pyre-

lhrinsli由 一る共力剤 (synergist)に就いての関心

は悶まt),班にPjpcronylbutoxide(Pip.･but･)は ･ ～
輸入を見,これに就いての軽々の試験研究も行はれn.

･粥の矧 り畑に人ううとしている状態で,又 St!lfox-

Cide(〃10Ctylsulfoxideofisosafrolc)等の輸入も l

考はさオ_Lてしてるといい.一丈に我が国では小野及び中山

等の研究によるPyrenaxの潮晶化される等農襲界に

於ての共力剤のm変性が認識されて水わ｡
既に大野(1㌧ i酎 F'''及び著満の葦によ6我が国に紹

介され,又常水(1)及び小野,小山(57の研究で示された '

技に,これ等の共力剤が pyreihrinsに野して共力
作川 (synergiSticaction)を現す矧 こは,共の分 一

子小に mcthylehedioxyphenyl,amide,､imide矧 羊

nitrilc呼?構造を持つ部が必要といわれ ■融 .meT.

thylcrtc'lpiox夕phe,nyl'華を布する前記諸化合物がL

黙約に介成可瑚死されているが,･何故此の様な化学構造 :

を和する叫が必要か,/更に進んでこれ等化合物の殺虫
刺に対する共力作用の横手掛まという基礎的な理論とな

ると,現在では米だ暗中摸索の段喝であるとし､うより

外はないo若し此の陸稲が解明され はゝFiU･に学問的の :
典妹に止まらず碇に虚秀な共力剤乃至殺虫剤Jの山現が

-TJ想さ)嘩 界に買献するところ甚だ大である訳である 一

が,これ甲 F常に困難な詑趨であるという軸が出来る.

.酒井(G)は殺虫剤組合せの諸問題及び除申菊刺の詩作′
川槻桝の綜'ai申pyrethrinsに対する共力作用の機構 ,･

に就いて比べているが,殆んど病理弧賦学的及び蹟城 .

Tablel･DegradationpfObucts
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並lミ電気描写実験的方耐 こ限られ.共の生化学的樹 脂
には全く触れていない.

, 最近諸外国でこれ等の封 ヒ学的擬櫛に就いての別姓

ち_る研究が鹿いて邦夫されているので,これ等を解説

すると共に著薪等の得た成果及び見矧 壬就いても触れ

てみたい｡ へ

,多ぐの接触殺虫剤の殺虫機構は現在のところ約んど

不明の状態であり,更に共の共力剤の作川槻耶に関す

る学説も現在似設聖域を股しない状態であるので.●此
の作用を生化学的に分研する耳は 閃難であるが.虻lC

｣二作用被柄から解芯機構の阻害設 (inhil,i.tionof

dctoxifingmechanism), 殺虫剤の透過作川伽･:ii'&

(tohastbn､permationofinsecticide)及び粥.他の
学説に分耕し言紺 紬 とする. l

･I_･ 解毒機構b阻書記

此の似説は共力剤が昆虫体内で殺虫成分を純柑 ヒさ

れる所謂解ifJp･作Fr31上関与する酵素反応を附';.11す封 tに
＼より殺虫剤の効力を維持するという記で,此の作川に

∴関しては現在のttろ DDT.及び pyrethrinsの非

力制に就てのみ研究があるので,更にこれを二つに分

けて述べる｡

･A.DDTの解毒規横への阻害 .

ilDT の肺 琵機構への阻笥作mを述Jiる前に光づ

DDT の良卑体内に於ける代謝作用と昆虫? DDT

への抵抗性に言及する必要がある｡

whitectal'.･7,は DDTを与へた兎の尿中にD

D耳 の存在を証明し;DDTは兎の体内で一部耶1
衣の如ぐ代謝されるといっている｡ /

Fer卯SOnetal･I(8),sternburgetal･¢)IPerry
＼

ofDDTlntheanimal-body.
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etnl.(lu)はnnTがIuも作Ⅰ勺にさlミ射されたt)風 土吸

収された糊介の肘 仙勺の代謝作川を比色1./):及び分光光

孔こ光柁計を川ひてHr兜し,I)r)'1､が托iL州こ内で他の化

介物に変化されか1絶 al判 したo

FcJguSOnetal.による largcmilkhllgに対

する DDT 池川の代那 蛙 物の研究では 未知の代

謝1:jTJが迎かに行はれるのを観察したが,代言射光珪物
は楓 臼されなか1Lたo然し DDE 及 I)DA ではな

かった七いう｡

sternburgetal.は DDT､に殴感な家蝿では Ij

DTを DDE及び ･DDA に代謝する射 ま贈ど不可

随である部を発見したが,位か可舵の代謝虫琵物が

DDEであるか DDA であるかは明かにしなかった｡

然しDDTに抵抗性ある家相 ま迎かに代謝L非の:7.二歩

代謝姓琵物はDDEでありo少韮 ゐDDA も生成せら
+

れ右との結果を得ている｡,Perr.vetal･はDDTlこ
敏感及祇抗性あも両種の･#唱の主要代謝生窪物は D

DEである市を見Ltlした. L王ndquistetaLOl) ち

radioactiven,DDTを拭抗性ある家矧 こ通用し,盟

きている蝿に吸収され午 DDTの63%(死んだ加湿では
71%ト が無芯化代謝されてい るのを讃見し,更に

､winteringhametal.(12)はradioactil,ebromine

を含む'DDT同族体 (Br井C6H4)2CH CC13を家

昂に注射し 共の代言射生琵物をradioactivetracer-

chromatography法で検出し,DDTに抵抗性ある家

矧 こ於での代謝生珪物は DDE同族体であり,DDT

同族体注射後5時間で23%,24時間で.は57%が変化さ

きtる部を証明したo然しDDA 同族体の存在は明か

でないといっている｡仰 DDT 同族体を注射する前

に熱で蝿を投すか或は破昨すると比の変化は起らない

から,比の代謝作用は昆虫体内では群素により行はれ

るものと推論しているO

以上の技な過程によって生じた bDF.及びDDA

或は叉 dichlorobenzophenoneの詩力は DDT,に.

比べると極めて弱く,l̀DDTは節二段階の晩塩酸反応

(dehydrochlorination)で毒力を失ふ訳であるから,

比の反応系に関与する酵素が DDT 好打 形式と称す

る都が山来るが,現在末だ共の本体は明かでない｡

次に DDT に対するか比丘性の開祖であるが,塩素

系接触殺虫剤の山現以狐lLEi特に射肌 蚊及び式等の

それ等に対すろ抵抗性の竹弧がm郭な和也となってい

るが比の拭抗性の本作特何であるかに就いては軽々の

研兜がある｡

JLli初耗抗性は蛾の ctlticle暦を透過するLDi沖 塵

を披少せしめる槻榊ではないかと考へら.れたが,.DD

t'を粧抜托射した切介と外部から適用した場合と由一

枯米が守FJられる叫から牝の考へは否定された｡ S上er-

学 節 16沈

nT)urget.ll.,01perryct.ll.(10)及びWintcringham

ct.Ttl･(I.i) 雅が_-I･1.蝦してい砕 ;光として的杭性ある家

相 王政狐頓IiTJt:tによ()r)T)Tを珊瑚 ヒ放牧する憶ノJを

11するというのである｡

llarchctnl.(ll)は丈に DDT と耶汲上関係があ
t)n･DDT とい'Jt:刑 肪受即 恥こよ?ては明かに柳沼
日米ないと･Bへられる1,1-1)is(♪-chlorophenyl)-2

-nit-opropane及び 1,トbis(p-chlorophenyl)-2-

nitrobtltaneを DDT に敏感な研究基のLlI76と抵抗性

の掛 ,BellBo､ver及び Pollard両系統の矧 こ試験t,,-

≡系統共比の化合物に敏感である.とい う'結果を得て;

DDT抵抗性に於ける解毒作用詔を支帯している?･

･ 然し nl-Spine.14J,は DD'T に抵抗性ある Italian

Tesistantstmin･Chlordane及び γ-BIicに抵抗

性ある Sardinian.resistants･及び普通の Rohe
8iesの3位に対する DDT,I)DT同族蹴 Chlorこ;
dane,I)ieldrin,Aldrin.γ-mIC,Toxaphencこ-
Lethane,Thantte及び pyrethrins等ゐ殺虫試験を,

行ひ Sardinia'ns.では耽嘘憤反応詮で説明LtI来る
が,比の作用隈耶-i:けでは DDT 粥抗性を全尚的に

設n)3するあは不可肝 C..,.Italians.では未知の慨隅
によるものであると三7;訳し批杭性の本体の投雄性を示

,唆し7:tl'る｡

位泣 Saekt｡rctal.(15)はDllT に托杭性ある家

虫堀の cyto'ehromeoxydaseactivity･の大である叫

を雅兄し,DDT'拭FJL性の一四であるちヽ てつて屑り,

叉 Lindqt7istctnl.'1)'もi.ldioactiveDDT をm

ひDDT に敏感な鴨でも riT)Tに抵抗性ある蝿と同

--刑合に代糊する叫がIll来るのを証明し問題は益 在々

郷となって水た｡ .

一以上の抹な射問のDDT-の抵抗性の拾得はpDT

に対する位秀な共力剤の要求をもたらt<桓 ('3'､

DDT の共力剤としてほ alkenyl_naphthylet二

herd6',ArmethylanthraqpinoneO7'(但し石井象二 ′

郎氏によれば無効である-ともいう)及び Pipetonyl

cydonene(Pip･cyc.)08)が知られているが,其の

弗力作用の擬郡に就いては Pip･cyc･のみが研究さ

れている｡･

^nonymousによれば PJ'p･CyC･は DPTに抵抗

･性ある射 皿に1J一効であるが,.仙ゐpyrethrinsの共カ

.剤であるPip.Ihut.,N-isbbutylund-ecylenamide,

piperin,sesチmi.n 及び Octacid261は抵抗性あ･
.る家矧 こほ効果ある共力作用を表さなかった｡_

~号e環yetlal･(10)一は抵抗性家喝によるDDTの解Fj

作用と Pip.cyc:による英の撰柄への阻署に就いて I

'興味ある研究を発表した｡即ち DDT に非抵抗性の ､

Berkleylaboratorys.中位の Latons.及び弧拭
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凝,L性の Be11月owers.bj3校た らDT-及び Pip.

cyc･ の各位割合の混合物の7-tE.I./浴淡を一世当り

Be'kleyl･S_･の切創まDDTO･05pg+P享p･cyc･

10-10pg･Latons･の場合は DDT O･5pg+Pip･
cyc･0-10pg,おellnowers.の場合は DDT5pg+

Pip･e5,9･0-30pg適用してみたところ,Pip･-tyc･

は LntQnS/及びBe1-overs･に於ては.PDTの

iTfJ;力を著しく榔 最するに反し, 普通の PDTに敏感
な.Berkley1.ノS二では殆んど見るべき影響示なかっ

た｡この結果は共力剤の存在によるDDT̀の昆虫体内

への透過の稗促成は加速ではなく,吸収後のDI?Tに

､はって行はれる変化に.よるものと考へ,桑芹TJ迫用21時/
間後に蝿をクp､ホ,'レムに浸して附蔚して＼.るDDT
を除去し 後虫体を破砕再び ク｡ ､ホルムで抽出

しSchechter-HallFr法 (比色法)でDI)T を定丑

L.1=o比の場岳層 々通常の青色に加へるiこ赤色を呈す
､るのが観察された｡これはDDTよりの代謝生産物即

ち DDA,DDE或は叉diclllorobenzopllenOneの

存在を荒す訳であるが,鮮 封土これ!ま大部分 DDE
であると考へた｡

学.欝16改-､
発?結果は妨2衣に示す通りである｡
上衣から吸収した DDTを DDE に変化させる

能力が増大しでゐるのは抵抗ある系統の鞘つ特牧であ

'る番が明かに示されてt､る｡

,同様に DPT-P阜p･:cyc.･泥剤で'処7-9!した射組に就

いての分析結果は第3表に示す掛こDDEへの変1ヒが
著しく阻繋さオ与てい考 O ,

同様な結果は他の抵抗性ある系統に於てもみられた

という｡以上の実験結果から氏等は共力作FTlの臓隅の

少くとも一部分は比の解毒機構への阻害にある叫を捉

唱したPである｡ ′小
共按 Winteringhametal/(1i,は radioactivclir

を含む DDT同族体を用ひたDDT抵抗性家雌の代

謝研究の際,0･Gp女の (Br*C岬4)空CH･CCh卑
含む 0･t;JLlのアセトン溶液にPip.C_vc.の12.I(lV/V)

′を加べた注射液を抵抗性家矧 こeyClopropanc の軽

い麻酔下に胸部に背部や､ら注射して見たとこ-7',Pip.

･cyc･･の存在は代謝的の腕塩酸反応を完全に肌t.qする

のを観察しPerryet､alr.の仮設を裳智し七いろ｡

･B･ pyrethrinsの解声授問への阻書

Table2.AmoulltOfinternalDDTandDOErecovered

ノJromDDTsl】SCeptiblealldresistant_strain.

pyrethr'insL及び cinerirlSは兆の

分子中にモステル結合,1=詔結合及び

反応性メチYソ基等を有するために加

水分W,調合,硬化由ま分解等の変化を

受け易い不安定年化合物であるから,

;ULが丘虫体内に入りil1何なる扱肝C

殺虫作用を発揮し叉それが如何なる化1

合物に変化するかは今日のところ余り'-

明かに,されていない｡,(酒井の綜訟参

抑 従つ-C共力剤の PyFrthrinsに対

する共力作用擬橘に就いては更に不明

の部分で極めて多い｡

Chevalieretal･(19) はpyrethri-

nsで処理した Cochylisの幼虫をこ

群に分ち,一つは lboc に侭ち仙は

360'C に保ったところ,冷した幼山は

Tblae3.EffectofPip.rcyc.onconve,si.nofDDTtoDDE. .全部死に恥 ､のは

t･･.･ ･.:_･ ･'-･･'･.･ ･-:.1:･. ･･::･･-:;-I:' ･･.････････::･･'
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に放ても認めた｡WoL･e(･11は除山菊で処理した苅符の■

非を Southernaz.my lVOrm (夜盗81の-和)十に暁
はして脚 抑 牌に幼虫の組和も範も柑 こ蚊のRJAlに佃

指である柿を現無し,丈に arふyworntの休部を荘

山したものを除虫151tJ'粉戒はエキスに作用せしめ,打力

のn)1かな択火を来し,又脂肪体の浸山部が位も犬なる

解tu作用のあ声部を発見した｡ II

叔近Chiml光rlain(盟,は以上の結果からpyrethri二

n予 に対する共力作用機構に就いて 甚だ興味ある研

究を発表した｡,氏は極々の実験から共力作用が殺虫剤

の透過作用への促進機構でない番を証明し,更に家蝿

を用ひての実験からpyrethrinsに対する共力剤の作 .

用は前述の DDT の場合と同様の解泣嘘柄の阻坊や

あるとの仮設を捉唱した｡これは輔乳動物の肺臓 li-

pascに対する b主nzaldehyde･と同様に,､生体内で

非力剤が pyrethrinsを加水分解し無籍化する est-

e'r.aseであるhpaseの作月抱 阻蕃するというのであ
る｡ ノ

欧にWolke叫 こより証明せられている跡 こ.串pdse

は pyretやrins の投も効果ある醗 石鮮素で,･n混虫
体内では脂肪の沈宕並に分解される処に背く存在し,C

居り,lipaseに富むと考へられる脂肪組織が辰も高

い解詔作用を戻すものであるという｡.氏は家鴨を15-

250に於て pyrethrinresidue と接触させた場合,

25?の際は 150及び 200の際より更に遅い落下仲宿

を起すのを観察し(30分鐙の落下仰掛ま150では61%.

250では4%). これは酵素は任池でより低いri7;性を

元ナものである碑から,pyrethrinsの酵素的僻む作l
用が逸るという見解に支持を与へるものと考-た｡叉 ノ

pyrethrins及び Pip･but･の混合物 residueに曝

した場合,粗の落下仰府に対する温蛇の影皆が pyr-

ethrinsjp油の場合に比べて小さいのを観察してpyr-

ethrin+Pit'.but.区の10分後の落下仰掛ま150で

81%,.250で76%),ノこれ畔加水分解によって pyre-

thrins解詩作月柑巨カのある酵素即ち Iipaseの作月1

,%阻審する串により,Pip･but･が pyrethrinester

を活性化 (activate)するという仮謝 土支持を与へる

ものであるといっている｡

氾皮が殺虫刑の劾光にmBiIな抄やを与へる恥 王政に
lglO勺･:Pottereta1.により祝められ,共後 Guth-

eriet231等によっても研究されているが,鞘薪等(叫 の

力虹 の I'yrCthrins及び Pip･hut･配剤の賀攻に対

する投出研究でも任弧のカが市況より掛 .殺虫率を戻

すわな的解して屈･り, 又 Caml】erlain とは独立にI
pyrethrinsIPip'.but.況用区の殺虫率に頼する粒度
の影哲は pyrethrins早川区のそれより概して小で

節 16 枕 t

ある邦を見川した｡

chmhcrlainは虻にコ'キナ9及び家蝿の油日物は
lipascに耶んで店t).Twecn20,mnnnitanmon-

oh11mte及び pyrethrins(pyrethrinsはTT.抑 圧が

小であるから少しく掛 .という)を加水分析し灯る他

･カを71L Pip.but.を搾加すれば加水分脈の 25-

40%が阻むされるのをILtllした｡P!にpyrethrlpSの
共力剤である Pip.but,柵 的.scsやmin,D II

S､(ethyleneglycolethcrofplncnc). IN-930

(N-isobutylundecylenamide) 及び benzald占hy-

de,DeoJtBase(petroleumdistillate),tolueneの

Tweeh-r'JOの加水分解に対する阻却 軍用を試験し餌

4未の様な結果を得た｡ ･

TaT)1C4.Inhibitionofehzymatichydro-

1ysisofTween-20causedbypyrethrum

- synergists.

Substrate peroent.inhibition■in90min.ー-

T廿も占8-20+Pip.I)ut. 2913.'､

-..-ク 1 +SeSamin . ′35.6

〟 +ⅠN-93'J 44.6

'ク.+I)dnzal. 68.0 ■

一. .♂ +Deb-Base .9.8

上表を見るとlipaseinhibit｡rとしてのこれ等の

化合物と pyrethrinS の共力酌としての効力との問

には明蹴な祁ru]関係が認め られず,共力作用の無い

1)enzaldehydeの様なものが強い阻書作用を示し 又

最も掛 Ll共力剤?一つである se車mi占concentrat≠'∫

が大なる阻昏作用を戻さない｡尉 ま更に Pip.but.J

により惹起される阻書作用の型 を決定す るた めに

Tween-20のゴキブ1)iipaseによる加水分冊 こ及ぼ

す TIVeenT20及び Pip.but.の氾姥の彫哲を研究

し 政の反応は non･くOmPCtil･e (非衣合)でも亦

irreversihlycompetive(不可逆的殻介)でも付く一
つの freelyreversibleeompctivctype(白山可逆

的の洗欄 )か坊は二村系に放ての未知の物理的凶手

によるといひ,ll此の作JTJは哺乳動物の肺扱 Iipase
の inhihitor と､してよく知られている benzaldeh-＼
㌔vde のそれと同一肘 rJと考へた｡ 然し氏の得た諾結
果は全面的に上記解毒機構阻害説を説明する事が出来

ないので更に研究を必要とすると述べている｡

Il. 殺虫剤の透過作用促進記

初め共力剤は殺虫剤の昆虫外皮 cuticle 層或は気J
‖ Ea

･23=7
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門哩からの透過 (permation)或は参透 (penetrat-

illn) をqlt池或は加迎せしめる機構を有するものでな

いかと増へられた｡我が国の小林(25)はこれを支持し

た.llfがあるがいこれは一般に-定立の殺虫刑に対し共

カmの況御故を増加して行くと殺虫率も桁大して行く

跳虫(獅 子等(的 もpyrethrin二pip･but･況剤の栽象 L

に対する殺虫試験で之を祝賀している)及び Lindqu-

istctal..く277が射皿に沈折胡麻油,Pip.cyc.及び

N-isobutylundecylenチmide単刑を適用した場合良

ろべき執刀王が無く,これ等共力剤を pyrethrins撒布●

弥こtLa和した場合に効果があるが,反対に pyrethr-
insの後での撒布は効果がなからたという現象 (較近■

chaml'erlai;.'22',も pyrethrinresidt..e と一P享p･

IJut･･rcsidueの家粗 こ対する研究で同,-の結果を得

ている)を説明するには都合のよい仮設である｡

然し Per.yetal.(10)̀ は DDllに非抵抗性の

Iiarkl,ey-1･S,.の家相 こ対するノDDT-Pip･cyc･況

剤の殺虫試験に於いて Pip･cy'C･の多蛍を混和して

も殺虫率は埼加せず,却ってDDTの珍透が阻窄され

殺虫率が低下するのを祝賀し,-Wilson(判 が卿TB噂

に pyrethIrins及 び Pip･but:,Pip･cyc･1泥剤を適

用し+淵 かこ於いて･pyrethrinsを適用した虫休の
個折と舶 Lた部分に両刺を迫用した場合とIpyre,thr-

･insと両剤を混合して一隅Wrに砥用した場合と英の影
響が殆んど同じてあり, Chamもerlain(甲,̀が家鴨か

用ひ Pip.but.と pyrcthrin とを体ゐ典った部分

に適用し,両親をrltimした場合落下仰転を逸さないが,
pip.but.を頑-iT'pyrcthrinsを下松部に迫朋した
場合に両親を同-T出下腿部のみl三池FJlした場合と全く

rHlじ諮下仰癌を示したO'を跳 写し,Hurst(恥 が py-

rethrin-kerムsene-sesameoil･を月IV:た実験で胡肺

iJdlの濃鑑を高めて行くと落下仰転前の時間を短縮せず

却って遅延せしめるのを観察した執 Hartzell'及び

flartzellet-al.(30)(酒井の結語参殿)による共力削適

川放タE昆虫の紳題組織の病理組紐学的観察が pyret-

hrihsmlfJと典った所見(神経細胞の峯胞化等)を得て

pyrcthrins と非力剤は共に紳詔細胞の盛った部面を

鎚十と唱へている叫等は比の述退作川t雌 -3tを否定し

ているものである｡

ⅠⅠⅠ.其他の学説

perryctal,.(10) が,いっている様に殺虫剤の鮮砧

撰格への叫'Biま兆力作川脚符の⊥瓢 こ過ぎないのであ

って,これ以外に.b共q).作月j機構がある蔀と想像せら
れるが,･一透過作朋促進設以如 こ有力な取説はない様に

恩ほれろ｡一.

.最初共力剤は殺虫剤の唄窃?物理的性状を良好なら
､L.める卿 こより殺虫率を高めものではないかと考へらL)iコ
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れたが,David.ctaI.帥 は胡麻油,ses'ami h一及び

N-i'sobutylundecylm ami deの共力作川は詔滴の狗
理的特性とは無関係である叫を証明した｡叉共力剤は

殺虫剤の貸定性を保持する按稀ではないかとの仮設もヽ

成立つ｡解毒機構への阻磐作印iW lとして,投出剤が

分解せず長く効果を発揮すれ畔其p殺虫牢が苗まる訳

である｡ChFmberlain(均 隼 pyr'ethrins披棚 n= -
.pip.but.を綴布して置く時は Pip･1-utこresiduc
がJpyrethrinsにrE定性を与へ殺虫率を増す叫を報Jh'･

し,位泣 Eddy¢2)は pyrethrins･に O-･♪-ami n一

､ophenolを添加すると,迫用後21日でも挺めて恥 ､殺
･虫カを表すのを観察してい.るが,これは anlinophe･
riolが抗酸化剤として pyrethripsに安延性を与へ

るからであってsynergism とは一応別間超と58･へら

れるLiPageetal･P3,の pyret'hrins'のIk･ji波に

･関する研究でも,sesaふin及びNTisobutyl叩dccy-

Llenamideも;pyrethrins､の安定性に彰如 ;ない叫を
･元している｡殺虫剤に共力剤を添 加 す る と 史 に -J J- i !l な

缶三化合物が 生 成 す る と い う 説 も あ る が , P i p ･ b u t ･

と p y ret h r i n s と は 共 の 化 学 耶 温 上 こ れ 等 の 圧 応 は

不 可 緒 の 毎 で あ り , ; 宅 地 の 共 力 剤 と 殺 虫 剤 と の nu 特 も .

虚 立 ち 掛 i と 思 は れ る ｡

共力剤 は 其 の 添 加 羊'よ り 殺 虫剤の殺虫率を埼弘せし

める部は勿論であるが,′lWilsor!(:8'及び Huist'29)等

＼は′pip.Ibut.及び Pip.cyc･ほ家蟻等の pyreth-

rin/S による落下仰転校の同役を阻gI･する作用を靭解

し 共他落下仰掛こ必要な時間を短縮する現象OlJ及

び紳題組軌 筋内等へ.の特晃的 な影響 1滴 井 の綜謝 金

.wI)等 が報街せ られ てし.庖 ;, これ等は共力剤の戊山

へ の作用 の捗式 を衣現'Lてい るのみも l共力作川機榊

に閑聯 させ{.諭 ぜ られてい るも■のは少ない;

位近 W ilson(28)は pip.eronyl化合物 は抑圧細胞

体に長く継続す る択 俗を与へ, pyr占thriqs･は御 前悦

雄を浸し,_n此の様な細胞肘こ対する現似は Ipyrcト

hrinsに.よる抑窟仏経に裁った択 傷 を揺 す の を野 し く ･

阻宅し共 の 固 役 を阻 止 す る も の で あ る ≒ い う 仮 設 を称

へ て い 串 ｡

以 上 の 諸 説 の 外 共 力 剤 の 昆 虫 の 生 体 酸 化 還 革 系 J 好

他 生 体 内 寵 要 据 反 応 - の 干 渉 に よ る 機 梢 碑 び 琴 申 剤

の厄接的殺虫機構 ( 例 べ は T E P P の a n t i c h o l -

inesteras'e機構或は生体内怒要酵素と 聴 異 的 な 立 体

構造関係を和する恥による役虫融の殺虫按掛 への共

力剤の抑欠的作.m等屯考へられるが,こオ噂 に関する

研究はない様である｡

･ 結 ･ 話 ･(

殺虫祝に於ける共力作用の生化学的嘩梢珊 明た関

しては現在漸く朋 の研究の格言?tや接かわ?状態で,▲
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的姐の拶な興味ある肺 即実flWrl弼詑呼が捉=せられて
いるが.これらを似て synergi叩 余部を識別する

柵t不和 巳で他の槻隅も考へてみる必封があると瓜は

It.1ろ｡然しそれ呼は今筏の耶兜の発矧 こ伐たなければ

ならない｡

Chamherhin ゐ lipasem!.Qによる転 誹封淋ま

est'erでb-ろ pyrcthrinsには都合よ･く設明Lu来る

那,rotenone'及びnicotineには ester一結合が熟 ,

ので通用する串が出来ない し,軍に pyrerhrins,

rotenor)占,ilicotine及び DDT の様な御題苛乃至

細胞呼吸詩に対しpiper｡nyl.正合物が一般に共力作

mを臭するから,これ等の殺虫剤の昆虫に対する致死

横棒には methylendi.OxyphelIyl基が皆同一の役割

を駒ずると考へられるが,DDT では piperonyl化

合物巾でもPip.cyc.のみが抵抗性家蝿に有効であ

るとの報告は共力作用槻矧 こほ軍に視雅な factorが ′
浴んでいる事を売唆し機構解明の困雄性を忍はせる｡l
要するにこれら難間題の解明は一つに今後の殺虫軌

共力剤並に其の代謝産物の徽丑分析化学の発露とra-

d7oactivetraeerの様な泣所r7:?効果的の物理化学的

手段の通用史に文化学考と生物学者との緊焚な共同的

研究にか サゝ ⊂いるとゆう串が出来る?でなかろうかo
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錬 ､

実t8空に於けるIDDT 残il壬の生物学的定量方法 -

R･IT.Nelson :Alaboratorymethodfor

cl･altlating-DDT residues..J.econlEnt.424):

151･1949･多くの布 摂合成殺虫剤を使町 し･⊥定

期間後に放けるその飼法を生物学的に評価する方政に

ついて.佗,既にいくらかの研究が行われている｡ここ

Mに記載する実験室的な試験方法は,ガラス板に噴霧し一

た種々使用形態を異にする D'DT､の国法を,標準条 -
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